
 

 

絹かわなす産地強化事業費 

【予算額：１，９８４千円】 

（平成２９～３１年度） 

1 生育調査等による栽培データの収集と解析 
（１）生育調査の実施 
○2週間ごとの生育調査の実施（6/6～9/26 9 回実施）  

（２）栽培マニュアルの作成 
○栽培管理マニュアル作成のための動画撮影（ＤＶＤ完成 2月 28 日） 

（３）優良系統の採種技術の継承 
○優良系統種子採種圃場を選定、優良株からの採種終了、発芽試験終了、次年度栽培分確保。 
○種子保存技術の先進地視察 2/9 静岡市折戸地区 

（４）試験圃場の設置 
○試験圃場（長期肥効型肥料）の設置（4/7～11/6） 

 
２「新規栽培者の確保、栽培面積の拡大」 
（１）栽培講習会、現地実証検討会の開催 
 ○下述の栽培塾と合わせて、栽培経験の浅い農家を対象に講習会を開催。4回延べ 27人参加 
（２）作付推進パンフレット及び栽培管理マニュアルの配布 
 ○毎月 1回の営農相談会や個別巡回で、作付を啓蒙 
（３）視察研修、市場調査 
 ○産地復興先進地視察（7/28、京都府京田辺市 田辺なす） 
 ○絹かわなすの関西最大の出荷先である神果神戸青果を調査（7/28） 
○地域伝統なすの産地維持活動先進地視察（長野県天龍村 ていざなす）（2/23） 

（４）体験農場や就農セミナー等の開催 
 ○新規栽培希望農家 5人に対して栽培塾を開催（6/8、7/1、7/27、8/30、12/20）延べ 21 人参加(内、12/20

は次年度新規栽培予定者 2人への具体的な栽培開始講習会) 
 ○7 月上旬と 10 月中旬に実需者・消費者との収穫体験（交流会）を企画したが、台風等の都合により、

中止となった。 
 ○県外からの新規就農募集のため「新・農業人フェアー」参画（2/10） 
 
３「ブランド力の向上と販売促進による販売量の増加」 
○「西条市絹かわなす協議会」による販売促進活動、県内外４カ所（6/24,25 今治、7/15,16 新居浜、7/22,23
岡山、7/29,30 大阪） 

○新たな加工品開発のための委託業務締結（5/24～）し、5品の新商品(絹かわなすバーガー等)を開発し
た。これらを紹介するパンフレットを 1万 5千部作成し、えひめ国体会場や駅、ホテル等に配布した。 

○アグリフードＥＸＰＯに参画し、絹かわなす（加工品）の試食宣伝活動（2/21、22）。 
 


